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ダニエル書１２章 「思慮深い人々」 

 

１Ａ 苦難からの救い １－４ 

２Ａ 終わりまでの忍耐 ５－１３ 

   １Ｂ 聖なる民の力 ５－７ 

   ２Ｂ 悟り ８－１３ 

 

本文 

 

 ダニエル書 12 章を開いてください、とうとう最後の章になりました。12 章は 10 章から始まった

大きな戦いについての幻の続きです。10 章で御使いが現れ、11 章ではペルシヤの王からギリシ

ヤの王に移り、その国が四つに分割され、そのうち南の王と北の王が戦いを交えました。そして、

その戦いの中で北から現われるアンティオコス・エピファネスという王が荒らす忌むべきことを行な

うことを見ました。けれども最後、36 節からは終わりの日に現われる王、反キリストについての預

言になります。彼が自分を神とし、そして世界を治める王となり、それから世界大戦が始まります。

その最終戦争の最中に、ダニエルの民、つまりユダヤ人たちがどうなるのかについて、御使いは

明らかにします。 

 

１Ａ 苦難からの救い １－４ 

12:1 その時、あなたの国の人々を守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、

その時まで、かつてなかったほどの苦難の時が来る。しかし、その時、あなたの民で、あの書にし

るされている者はすべて救われる。 

 

 「その時」とは、11 章の最後に出てきた反キリストを中心とする最終戦争のことです。彼が、「海

と聖なる麗しい山との間に、本営の天幕を張る。」とあります、ハルマゲドンに軍隊を集結されます。

その時に、「あなたの国の人々を守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる」とあります。10 章の最

後で御使いが教えたことを思い出してください。21 節を読みます。「しかし、真理の書に書かれて

いることを、あなたに知らせよう。あなたがたの君ミカエルのほかには、私とともに奮い立って、彼

らに立ち向かう者はひとりもいない。」ですから、ミカエルがイスラエルの君であり、イスラエルのた

めに戦う天使長であり、彼が世の終わりの時に、苦難の中にいるユダヤ人のために他の天の軍

勢と戦うのです。このことは、使徒ヨハネも後に同じ啓示を受けます。黙示録 12 章で、女であるイ

スラエルが竜、すなわち悪魔に追われるからです。彼女が荒野に逃げて 1260 日の間養われる、

とあります。その幻の中で、天における戦いがあります。ミカエルとその使いたちが、竜とその使い

たちと戦ったが、竜が勝つことができず、天に持ち場を失って地上に投げ落とされるのです。それ

で竜が自分の終わりが近いことを知って暴れるのです。このようにミカエルがイスラエルの救いの

ために戦うのです。 
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 それが「国が始まって以来、その時まで、かつてなかったほどの苦難の時」だと言っています。大

患難は、神の選びの民イスラエルのとっては最も大きな試練の時となります。しかし、その最大の

試練を通ることによって、彼らの中で救われる人たちが起こされるのです。イエス様がオリーブ山

においてお話しになったのはこのことです。ダニエルが預言した「荒らす憎むべき者」が聖所に立

つから、ユダにいる人々は山へ逃げなさい、と言われました。そして、「そのときには、世の初めか

ら、今に至るまで、いまだかつてなかったような、またこれからもないような、ひどい苦難があるか

らです。（マタイ 24:21）」と言われました。それから、選ばれた民についてお話になられます。エレ

ミヤもこのことを預言して、「ヤコブへの苦難」であると表現しました。「主がイスラエルとユダにつ

いて語られたことばは次のとおりである。まことに主はこう仰せられる。『おののきの声を、われわ

れは聞いた。恐怖があって平安はない。男が子を産めるか、さあ、尋ねてみよ。わたしが見るのに、

なぜ、男がみな、産婦のように腰に手を当てているのか。なぜ、みなの顔が青く変わっているのか。

ああ。その日は大いなる日、比べるものもない日だ。それはヤコブにも苦難の時だ。しかし彼はそ

れから救われる。（30:4-7）」ものすごい恐怖を味わいますが、やはりそこから救われると約束して

くださっているのです。イスラエルは今、強い軍隊もあり、国の経済もしっかりとしており、安定した

国になっています。しかし、神はそのような苦難が来ることをお許しになられます。主の日は、「平

和だ、安全だ」と言うような時に、盗人が来るように突然やって来ます。私たちも、気を付けないと

いけません。 

 

 そして「しかし、その時、あなたの民で、あの書にしるされている者はすべて救われる」とあります。

「あの書」とは、10章の最後に出てきた「真理の書」です。終わりの日に至るまでの大いなる戦が、

この真理の書に書いてありました。しかし、その中で思慮深い者たちが人々を悟らせ、そして義に

立ち返ることも書かれていました。ユダヤ人には、契約を犯し、堕落する者たちも出て来るのです

が、人々は剣に倒れたりしながら、なおのこと練り清められることが書かれています。その中で、

自分がその真理の書に記されているのであれば、必ず救われるということです。エゼキエル書 20

章にて、神は「わたしにそむく反逆者を、えり分ける。（38 節）」と言われています。このように、大

患難においてユダヤ人でふるい分けが行なわれます。 

 

 神に書物があることを知るのはとても大切です。モーセが、金の子牛を拝んだイスラエルの民の

ために執り成しをしたとき、こう祈りました。「今、もし、彼らの罪をお赦しくだされるものなら・・。し

かし、もしも、かないませんなら、どうか、あなたがお書きになったあなたの書物から、私の名を消

し去ってください。（出エジプト 32:32）」神の書物に名前がなければ救われることはできません。そ

して黙示録には、何度も「いのちの書」についての約束があります。サルデスにある教会に対して、

「わたしは、彼の名をいのちの書から消すようなことは決してない。（3:5）」とイエス様は約束されま

した。そしてイエス様は、この書物に自分の名が書き記されていることを最大関心事にしなさい、と

いうことを言われました。「だがしかし、悪霊どもがあなたがたに服従するからといって、喜んでは

なりません。ただあなたがたの名が天に書きしるされていることを喜びなさい。（ルカ 10:20）」私た
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ちは、いかがでしょうか？私たちが忍耐できるのは、自分の意欲ではなく、主が自分の名をご自分

の書に書き記しておられるところにある力にあるのです。 

 

12:2 地のちりの中に眠っている者のうち、多くの者が目をさます。ある者は永遠のいのちに、あ

る者はそしりと永遠の忌みに。 

 

午前礼拝で学びました体の復活の約束です。「眠っている」とありますが、これは実際に眠って

いることではなく、復活の希望を持っているので死んでいても、それは一時的であることを意味し

ています。イエス様が「わたしは彼（ラザロ）を眠りからさましに行くのです。」と言われて、弟子たち

が「眠っているのなら、助かるでしょう。」と言ったら、はっきりと「ラザロは死んだのです。」と言われ

ました（ヨハネ 11:11‐14）。信仰者にとって死は恐ろしいものではありません。なぜなら、また生き

返るからです。けれども信仰者のみが甦るのではありません。信仰者が甦る時は「永遠のいのち」

すなわち神の国の至福にあずかりますが、不信者もよみがえります。「そしりと永遠の忌み」によ

みがえるとあります。黙示録には、前者を「第一の復活」を呼んでいます。だから後者は「第二の

復活」と呼ぶことができるでしょう。 

 

黙示録 20 章を開いてください。ここには主が再臨されて、悪魔が底知れぬ所で鎖につながれ、

そこから人々を生き返らせることを語っています。4 節から 6 節までを読みます。「また私は、多く

の座を見た。彼らはその上にすわった。そしてさばきを行なう権威が彼らに与えられた。また私は、

イエスのあかしと神のことばとのゆえに首をはねられた人たちのたましいと、獣やその像を拝まず、

その額や手に獣の刻印を押されなかった人たちを見た。彼らは生き返って、キリストとともに、千

年の間王となった。そのほかの死者は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。これが第一の

復活である。この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対しては、

第二の死は、なんの力も持っていない。彼らは神とキリストとの祭司となり、キリストとともに、千年

の間王となる。」4節にある「多くの座」そして「さばきを行なう権威」は教会に対して与えられるもの

です。ラオデキヤにある教会に対してイエス様は、「勝利を得る者を、わたしとともにわたしの座に

着かせよう。（3:21）」と約束されています。教会はすでに携挙によって天にいます。既に復活して

います。けれども大患難において殉教した人々が患難期の終わりに、主が地上に来られた時に復

活します。これによって第一の復活が完了するのです。 

 

 第一の復活は、イエス様の復活によって始まりました。「今やキリストは、眠った者の初穂として

死者の中からよみがえられました。（１コリント 15:20）」そして旧約時代に神を信じて死んだ者たち

が、よみがえっています。「また、墓が開いて、眠っていた多くの聖徒たちのからだが生き返った。

そして、イエスの復活の後に墓から出て来て、聖都にはいって多くの人に現われた。（マタイ

27:52-53）」エペソ書 4章には、旧約の聖徒たちがキリストとともに天に昇ったことが書かれていま

す。「そこで、こう言われています。『高い所に上られたとき、彼は多くの捕虜を引き連れ、人々に
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賜物を分け与えられた。』・・この『上られた。』ということばは、彼がまず地の低い所に下られた、と

いうことでなくて何でしょう。（8-9 節）」「多くの捕虜」とは、旧約時代に陰府に下った聖徒たちのこと

です。金持ちとラザロの話にある「アブラハムのふところ」と呼ばれる慰めの所です。この「アブラ

ハムのふところ」にいる人々が、キリストの十字架の贖いの完成によって天に昇ることができるよ

うになったのです。そして教会が携挙される時に、教会時代に死んでいった人々が復活します。主

が空中にまで降りて来られるのですが、まだ生きている信者たちもいるのです。その人たちは、そ

の姿が復活の体、栄光の体に変えられて引き上げられます。その前に、これまでキリストにあって

死んだ人が復活して、彼らとともに引き上げられることを使徒パウロは教えています（１テサロニケ

4:14‐17）。そして先ほど読んだ、患難時代に殉教した聖徒たちがよみがえることによって第一の

復活が完成します。 

 

 不信者のための復活は、黙示録 20章に書かれている最後の審判にありますが、午前礼拝で読

みました（黙示 20章 11‐15節）。「いのちの書」に名が書き記されていない人々ですね、先ほどお

話したとおり自分の名が書き記されているのかどうかが最も大事なのです。そして彼らは火の池

に投げ込まれます。これが、御使いがダニエルに伝えた「そしりと永遠の忌み」であります。 

 

12:3 思慮深い人々は大空の輝きのように輝き、多くの者を義とした者は、世々限りなく、星のよう

になる。 

 

復活した聖徒たちに対する報いであります。「思慮深い人々」ですが、分別がある、賢い、見極

めができるという意味です。11 章にて、アンティオコス・エピファネスによる激しい迫害の中でも、

神に従い続けた人々を「民の中の思慮深い人々（33 節）」と御使いは呼びました。洪水のようなに

なだれ込んでくる試練に対して、それでも神を知っている人々をこのように呼んでいます。終わり

の日には、多くのユダヤ人が反キリストと堅い契約を結ぶのですが、黙示録 11 章に出てくる二人

の証人は文字通り火を噴いて預言をしました。その邪悪さを暴いたのです。そして、7 章に出てく

る 14 万 4 千人のイスラエル人も、獣による印を受けませんでした。彼らの思慮深さによって、他

のイスラエル人も悟る人々が現われる（11:13）ということです。このような働きをした人々は、復活

した時に豊かな報いを受けます。「大空の輝きのように輝く」とあります。 

 

 そしてここに、伝道、宣教する者たちにすばらしい約束があります。「多くの者を義とした者は、

世々限りなく、星のようになる。」自分が正しく生きるだけでなく、他の人々を悟らせて、正しい道へ

と導いた人々は、なおのこと輝くという約束です。エピファネスによる激しい迫害、徹底的なギリシ

ヤ化の中で、マカバイ家の人々が立ち上がって、彼らの勇敢な戦いのゆえに多くの人が感化され

ました。同じように、どんな暗い世においても先頭に立って人々にキリストの光を見せて、影響を

与える人々には大きな報いが用意されています。 
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12:4 ダニエルよ。あなたは終わりの時まで、このことばを秘めておき、この書を封じておけ。多く

の者は知識を増そうと探り回ろう。」 

 

 ダニエルは、ここまで真理の書について知らされて、けれどもその解き明かしについては秘めて

おき、閉じておけと命じられます。なぜか？「終わりの時」に関わることであり、「多くの日の後

（8:26）」のことだからということです。でもこの啓示を受けたダニエルは非常にもどかしいです。こ

の後も二度、いったいこれはどうなるのかと尋ねています。けれども、終わりの日に来たら「多くの

者は知識を増そうと探り回ろう」とありますが、口語訳では、「多くの者は、あちこちと探り調べ、そ

して知識が増すでしょう。」とあります。多くの人が探り調べます。そして知識が増します。歴史が

進行するにつれ、そして終わりの日に近づくにつれ知識が増します。 

 

 その悟りを与える決定的な出来事が、メシヤであられるイエスが来られた時です。福音書そして

使徒行伝には、この幸いが数多く書かれています。イエス様が弟子たちに言われました。「しかし、

あなたがたの目は見ているから幸いです。また、あなたがたの耳は聞いているから幸いです。まこ

とに、あなたがたに告げます。多くの預言者や義人たちが、あなたがたの見ているものを見たいと、

切に願ったのに見られず、あなたがたの聞いていることを聞きたいと、切に願ったのに聞けなかっ

たのです。（マタイ 13:16-17）」そしてペテロも、「この救いについては、あなたがたに対する恵みに

ついて預言した預言者たちも、熱心に尋ね、細かく調べました。彼らは、自分たちのうちにおられ

るキリストの御霊が、キリストの苦難とそれに続く栄光を前もってあかしされたとき、だれを、また、

どのような時をさして言われたのかを調べたのです。（１ペテロ 1:10-11）」と言っています。キリスト

が来られたので、神の啓示が完成したのです。そして黙示録は、「イエス・キリストの啓示（1:1）」で

あります。そして 10 章には、封印が解かれた開かれた書物を力強い御使いが持っていました。ダ

ニエルの時は封じられていましたが、今の時代は開かれている、いや主が明らかにして私たちに

示そうとしておられるということです。 

 

２Ａ 終わりまでの忍耐 ５－１３ 

１Ｂ 聖なる民の力 ５－７ 

12:5 私、ダニエルが見ていると、見よ、ふたりの人が立っていて、ひとりは川のこちら岸に、ほか

のひとりは川の向こう岸にいた。12:6 それで私は、川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着た

人に言った。「この不思議なことは、いつになって終わるのですか。」 

 

 11 章から始まった「大きないくさ」についての幻は一通り終わりました。そしてダニエルが見上げ

ると、そこは川でした。二人の御使いが両岸に立っており、そして川の水の家に亜麻布の衣を来

た人がいると言います。おそらく 10 章に出てきた御使いでしょう。10 章の学びの時に話しました

が、ダニエルに現われた初めの天使はイエス・キリストご自身のように見える方で、そして複数の

御使いが彼に語りかけた、と話しました。ここの「亜麻布の衣を着た人」がイエス様で、そして他に
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語りかけた御使いがこの二人であると考えられます。そしてダニエルの最も大きな関心事は、「い

つになって終わるのですか」であります。このような苦難は早く終わってほしいと彼は願ったのです。

これは私たちの願いでもありますね、「いつになったら終わるのだろうか？」 

 

12:7 すると私は、川の水の上にいる、あの亜麻布の衣を着た人が語るのを聞いた。彼は、その

右手と左手を天に向けて上げ、永遠に生きる方をさして誓って言った。「それは、ひと時とふた時と

半時である。聖なる民の勢力を打ち砕くことが終わったとき、これらすべてのことが成就する。」 

 

 天に手を上げるのは誓いを立てる行為です。新改訳聖書で、申命記 32 章 40 節に「わたしは誓

って言う。『わたしは永遠に生きる。』」とあります。だからこれは必ず起こることです。「ひと時とふ

た時と半時」です。すでにダニエル書 7 章でこの期間が出てきました。「聖徒たちは、ひと時とふた

時と半時の間、彼の手にゆだねられる。（25節）」とあります。これが 9章 27節には、第七十週目

の後半の「半週」なのです。三年半という期間です。そして黙示録にも数多く出てきます。ある時は

1260日であり、またある時は 42 ヶ月でした。この三年半という期間を神はご自分に誓って定めて

おられるのです。 

 

 反キリストの手にゆだねられて、激しい迫害を受けるその大患難の時が、ここ 7 節では「聖なる

民の勢力を打ち砕く」とあります。「勢力」というよりも単に「力」です。新共同訳では「聖なる民の力

が全く打ち砕かれると」と訳されています。この「力」は、彼らの生きようとする力です。自分たちの

行ないによって生きようとする力です。パウロは、ローマ人への手紙の中で上手に論じました。な

ぜユダヤ人がキリストを拒んで、むしろ異邦人が受け入れたのか？なぜ熱心にメシヤを待ち望む

ユダヤ人がメシヤを見失って、特段に探し回っていなかった異邦人が見出したのか。こう説明して

います。「では、どういうことになりますか。義を追い求めなかった異邦人は義を得ました。すなわ

ち、信仰による義です。しかし、イスラエルは、義の律法を追い求めながら、その律法に到達しま

せんでした。なぜでしょうか。信仰によって追い求めることをしないで、行ないによるかのように追

い求めたからです。彼らは、つまずきの石につまずいたのです。（ローマ 9:30-32）」 

 

 信仰の原理をイスラエル人がわきまえなかったからです。人は完全に堕落しており、自分の内に

は何も良いものがないことを知り、だから神ご自身が与えられる義、キリストにある義をただ信じて、

受け入れることによってのみ、義と認められるのだという原理を見出せなかったからです。これは

ただユダヤ人の問題だけではなく、多くの異邦人も自分の行ないによって何とか救いを得ようとす

る人々には、キリストはつまずきの石となります。ゆえにユダヤ人は、自分たちで何とか救おうとい

う堅い意志があります。出エジプトから始まる生存の危機は今に至るまで続いています。イスラエ

ルまた離散の国々における彼らの行動の根底には「生き残り」があります。しかし、そのままでは

神の義に到達することはできないのです。神が永遠の昔から定めておられる信仰の原理を彼らが

知る必要があるのです。そこで神は彼らのその力を砕かれます。ちょうどエサウに会うのを恐れて
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神と格闘したヤコブのように、その力を打ち砕かなければならないのです。弱くされることによって、

初めて神が彼らを救い、祝福を与えることがおできになります。 

 

 そのための大患難です。大患難はこの地上の不義に対する神の怒りの現われですが、イスラエ

ル人にとっては、彼らの力が打ち砕かれる時です。絶対の窮地に立たされる時に、彼らは初めて

メシヤを求めます。今も求めていますが、やはり自分たちの行ないによって求めているのです。け

れどもその時には、自分たちには何も残されていません。ただ神の憐れみを注いでくださるように

求めるのです。そして彼らにキリストが来られます。彼らを滅ぼそうとする世界の軍隊に戦われま

す。その時に、ゼカリヤの預言のように、自分が突き刺したイエスがキリストであることを悟るので

す。「ゼカリヤ 12:10 わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注ぐ。

彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失って嘆くように、その者のために

嘆き、初子を失って激しく泣くように、その者のために激しく泣く。」その時にイザヤ書 53 章にある、

イスラエルの残された民が告白する、身代わりの死による贖いと癒しを悟ります。 

 

 これはユダヤ人だけでなく私たちみながそうです。いつになったら、私たちは自分たちの生きる

力が打ち砕かれるのでしょうか。自分が自分を生かそうとする力が砕かれた時に初めて、キリスト

のみによる救いを体験することができます。 

 

２Ｂ 悟り ８－１３ 

12:8 私はこれを聞いたが、悟ることができなかった。そこで、私は尋ねた。「わが主よ。この終わ

りは、どうなるのでしょう。」12:9 彼は言った。「ダニエルよ。行け。このことばは、終わりの時まで、

秘められ、封じられているからだ。12:10 多くの者は、身を清め、白くし、こうして練られる。悪者ど

もは悪を行ない、ひとりも悟る者がいない。しかし、思慮深い人々は悟る。 

 

 ダニエルはまだ悟ることができず、尋ねています。けれども、再び御使いは「終わりの時まで封じ

られている」と返答します。けれども一つのことを教えます。それが 10 節に書かれていることです。 

 

アンティオコス・エピファネスの迫害の時、神につくもの者たちと、ギリシヤ宗教の中にどっぷり

漬かるユダヤ人たちに真二つに分かれました。一度、自分が神に従うというベクトル（方向性）を

持つと、主の御霊がその人のうちに働かれて、ますます清めを経験することができます。けれども、

一度、この世を愛するというベクトルを持つと、ますますこの世の汚れの中に入っていくことになり

ます。初めは対した距離が離れていないけれども、どんどんその差が大きくなっていくのです。そ

して終わりの日には、そのことが明らかになります。黙示録の終わりにも御使いがこう話していま

す。「この書の預言のことばを封じてはいけない。時が近づいているからである。不正を行なう者

はますます不正を行ない、汚れた者はますます汚れを行ないなさい。正しい者はいよいよ正しい

ことを行ない、聖徒はいよいよ聖なるものとされなさい。（22:10-11）」終わりの日には中間でいるこ
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とはできなくなるのです。 

 

 そしてここにも「思慮深い人は悟る」とあります。イエス様が例えを話された時、「耳のある者は聞

きなさい。（マタイ 13:9）」と言われました。黙示録の七つの教会に対しても、主は、「耳のある者は

御霊が諸教会に言われることを聞きなさい。（3:6）」と言われました。分かる人には分かるのです。

分からない人には何のことかさっぱり分からないのです。私たちが、その霊の耳を持っているかど

うかであります。 

 

12:11 常供のささげ物が取り除かれ、荒らす忌むべきものが据えられる時から千二百九十日が

ある。12:12 幸いなことよ。忍んで待ち、千三百三十五日に達する者は。 

 

 先ほど「ひと時、ふた時、半時」という期間がありました。それを日数にすると 1260 日です。けれ

どもここには初めに 1290 日とあります。30 日、一か月分多いです。そして 12 節には 1335 日と

あります。さらに 45日分多いです。 

 

 この合計 75 日間はいったい何なのでしょうか？おそらくは、主キリストがこの地に再臨されて、

それから千年王国を建てられるまでの暫定期間であろうと考えられます。まず 11 節の空白の 30

日間を考えてみたいと思います。ヒントは「荒らす忌むべき者が据えられる時から」です。言い換え

れば、1290 日後にこの像が取り除かれるということです。イエス様が来られて、反キリストが火と

硫黄の池に投げ込まれて、それから千年間の統治をこの地で始められます。そして 9 章で学んだ

ように、主は「至聖所に油をそそ」がれます（24 節）。つまり新しく神殿を建てられ、その至聖所に

油注がれるのです。その神殿については、既にエゼキエル書 40章以降で学びました。 

 

 したがって、イエス様が反キリストを滅ぼされてから、神殿を建てるためにその荒らす忌むべき

像が取り除かれるまで時間差がありそれが 30日であろうと考えられます。 

 

 そして 12 節の残り 45 日ですが、主は御国の中に入る者たちを選り分けられます。大患難にお

いて数多くの人が死ぬのですが、それでも生き残っている者たちがいます。そのことを、イエス様

はオリーブ山で弟子たちに話されました。あの「羊と山羊」の話です。「人の子が、その栄光を帯び

て、すべての御使いたちを伴って来るとき、人の子はその栄光の位に着きます。そして、すべての

国々の民が、その御前に集められます。彼は、羊飼いが羊と山羊とを分けるように、彼らをより分

け、羊を自分の右に、山羊を左に置きます。（マタイ 25:31-33）」そして、「わたしの兄弟たち（40

節）」すなわち肉の兄弟であるユダヤ人たちに対して行なったことによって、御国に入ることができ

るかそうでないかを決定されます。同じことがヨエル書にも預言されています（3:1‐3）。その他、悪

魔が底知れぬ所に鎖につながれること、大患難で殉教した人々を復活されること、また世界中か

ら選ばれた民、ユダヤ人がイスラエルに集められること（マタイ 24:31）など、千年間の統治の前に
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行なわなければならないことは沢山あります。そのための 30日間と 45日間であると言えます。 

 

このようにして、そこまで忍耐するということが幸いであるということを話しています。一時、ふた

時、半時が終わっても、それでもなおの事、荒らす忌むべきものが取り除かれる期間があります。

さらにその他の事柄があります。最後まで耐え忍ぶ時に御国にあずかれるのだということを教え

ています。「もし最初の確信を終わりまでしっかり保ちさえすれば、私たちは、キリストにあずかる

者となるのです。（ヘブル 3:14）」最後まで耐え忍ぶのです。 

 

12:13 あなたは終わりまで歩み、休みに入れ。あなたは時の終わりに、あなたの割り当ての地に

立つ。」 

 

これが最後の最後の神の約束です。ここまで神に仕え、知恵をもって王に仕えてきたダニエル

です。異邦人の王に仕えながら、祖国イスラエルと同胞の民のために祈り続けたダニエルです。

彼はもう 90 歳ぐらいのおじいさんです。だからイスラエルの地に帰ることはできません。そのダニ

エルに対して主が、彼個人に約束を与えておられます。それは彼自身の復活です。「休みに入れ」

というのは肉体の死のことです。陰府に下ることです。けれども、終わりの日には復活して、そして

主がイスラエルに与えてくださる割り当て地に立つことができます。たとえ約束を生きているうちに

得なかったとしても、主は必ず後の日にかなえてくださいます。 

 

 ダニエルはなんという偉大な人であるか、と私は思います。自分のことは全て横において、友人

のために、王のために、そしてユダヤ人のために祈ってきたダニエルです。最後の最後に、自分

個人に対する慰めを得ました。ヨシュアもそうでしたが、割り当て地を全てのイスラエルのために

定めてから、自分自身の町を与えられました（ヨシュア 19:49）。そしてダニエルこそ「思慮深い」人

でした。知恵を持って生きました。異邦人の王に仕えながら、なおかつ神に仕えた人でした。私た

ちも、神に思慮深さを求めましょう。 

 


